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佐久間　　蓮華網観自在の図像と観想

蓮華網観自在の図像と観想

佐 久 間 留 理 子*

1　は じめに

　慈悲の具現者である観自在菩薩は,西 暦二世紀後半頃までに成立 した とされる梵文

r法華経』第二十四章 「普門品」に説かれてお り1),これが最も古い典拠であると考

えられている。観 自在は観音や観世音の名称でも呼ばれるが2),こ こでは観自在の呼

び名を用いることにする。「普門品」には,観 自在が仏陀の姿や,ヴ ェーダ以来のヒ

ソドゥー教の神々である,ブ ラフマー(梵 天),マ ヘーシュヴァラ(大 自在天,シ ヴ

ァ)な どの様々な姿をとって教えを説 くことが述べられている。

　観 自在の像は,西 暦六,七 世紀頃に開窟 されたアジャンター,エ ローラなどの西イ

ソド石窟寺院にみることができる。それは,地 面 よりはえる蓮華の茎を左手に執 り,

右手の腕を屈して手のひらを前面に向けて,生 類の恐れを除 くしぐさ(施 無畏印)を

示すことが多い。また,右 手の腕を下方へのぼして手のひらを前面に向け,願 いをか

なえるしぐさ(与 願印)を 示すこともある3)。

　このような基本的な姿の観自在がある一方で,複 数の顔や手をもつ姿(多 面多臂)

や シヴァ等のヒンドゥ ー教の神々の特徴をもつ姿の観自在が信仰された。これらは近

代の研究者の間で 「変化観 自在(変 化観音)」 と呼ぼれている。 日本 ・中国では,十

一面観 自在 ,不 空羅索観自在,千 手観自在 というような変化観 自在が良 く知られてい

るが,い ずれ も西暦七世紀初頭までには既にインド において信仰 されていたと推測さ

れている4も他方,八 世紀以降のインド 東部(ビ ハール,西 ベソガル,バングラ デシ

*(財)東 方研究会

1)梵 文 原 典 で は第 二 十 四 章 で あ る が 【KERN　and　NANJio　 1909】,漢 訳 の 鳩 摩 羅 什訳 『妙 法 蓮 華

経 』(『大 正 大蔵 経 』no.261)で は 第 二 十 五章 で あ る。

2)「 観 自在(ア ヴ ァ ロー キ テ ー シ ュ ヴ ァ ラ)」(AvalokiteSvara)は,ヒ ン ドゥー教 の シ ヴ ァの

別 名 で あ る 「イ ー シ ュ ヴ ァ ラ」(iSvara)と い う語 を 含 ん で い る こ とか ら,こ の 神 の影 響 を受

け て作 られ た 語 で あ る とす る説 もあ る 【岩 本 　 1978:209】 。一 方,「 観 音 」の 原語 は 「ア ヴ ァ ロー

キ タ ・ス ヴ ァラ」(Avalokitasvara)と 推 定 され て い る 【MIRoNov　 l927:251-2521。

3)観 自在 が 生 類 を 救 済 す るあ りさ まを 表 わ した,い わ ゆ る諸 難 救 済 図 に,そ の典 型 的 な姿 を

み る こ とが で き る 【MA肌MANN　 l948:135-141】 。

4)十 一面 観 自在 の経 典 の初 訳 は 北 周 武帝 の 時代(A.D.561-577),ま た,不 空 絹 索 観 自在 の経

典 の 初 訳 は 北 周 禎 明 元 年(A.D.587)で あ る こ とか ら,六 世 紀 末 ま で には,こ れ らの変 化 観/
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ユ,オ リッサ)に は,こ れらとは異なる種類の変化観 自在が少なからず知 られてい

る5も

　さて,チ ベット仏教においてはインド や日本 ・中国の仏教 と同様に様 々な種類の変

化観 自在が信仰 されて きた。 その中に,こ こで取 り上げ る蓮 華網(Tib.　 Pad　 ma　 dra

ba,　Skt.　Padmajala)観 自在があ る。 この観 自在 は,初 期密教の所作タントラ と後期

密教 の無上 ヨーガ ・タントラ との両方 に属 してお り6),そ の 古い作 例(十 五世紀前

半)7)の 一 つが,チ ベ ッ トのギ ャンツ ェにあ るペ ンコルチ ューデの仏塔に残 されてい

る。

　この仏塔に描かれた蓮華網観自在には十一面十二暦の姿8)と 四面八骨の姿9)と があ

る。前者は両足を組んでおごそかに鎮座するが,後 者はこれとは対照的に,左 足で立

って踊 り,網 のごとくに広げた両腕を上下に揺らしているかのようである。この動き

に満ちた四面八臂の姿は,シ ヴァの舞踏王(ナ タラージャ)の 姿を明らかに模 してお

り,そ の リズミカルなポーズは見るものを魅了する。 しか し,こ の踊る姿以上にさら

に印象的な特徴は,女 神を抱擁する姿である。一般的に,観 自在の姿では女神を抱擁

＼ 自在 が成 立 して いた と推 測 され て い る 【後 藤 　 1989:134,164】 。 千手 観 自在 はインド 本 土(西

　 北インド の ス ワー ト地 方 を 除 く)に は,現 在 の と ころ そ の 例 を み な い よ うで あ る。 しか し,

　 唐 の武 徳 年 中(A.D.618-626)に 中インド よ り入 唐 した 婆 羅 門 が そ の姿 を 描 いた こ とが経 典

　 に知 られ てお り,七 世 紀 初 頭 ま で に は イ ン ドに お い て も既 に 信 仰 され て いた もの と推 定 され

　 て い る1後 藤　 1989:119]。

5)カ サル パ ナ(空 行)世 自在,シ ャダ ク シ ャ リー(六 字),シ ンハ ナ ー ダ(獅 子 孔)世 自在 な

　 どが あ る1佐 久 間 　 1991,1992,1993】 。

6)根 本 タ ン トラは 『蓮 華 網 と呼 ば れ る聖 観 自在 の 根 本 タ ン トラ王 』'(Phags　 pa　spyan　 ras　gzigs

　 dbah　phyug　 gi　rtsa　ba'i　rgyud　 kyi　rgyal　po　pad〃ma　 dra　ba　s'es　bya　ba)Pno.364,デ ル ゲ版no・

　 681,翻 訳 者:Rin　 chen　 grub(SumanabSribhadra)で あ り,所 作 タ ン トラに属 す る とされ る

　 【Lo　BuE　 1993:254】 。 そ こ には 十 一 面 四腎 の 姿 が 知 られ て い る(D　 fol.246bl-6,　 P　 fol・

　 278b6-8)。ペンコル ・チ ュ ーデ ー の 仏塔 で は,十 一面 の 姿 は,後 述 す る よ うに,主 と して 所

　 作タントラ,行 タ ン トラに属 す る諸 尊 が 配置 され てい る二 階 に あ る。

　 　 他方,『 プ ト ゥソ全集 』 に 収 め られ た,Thug　 rje　chen　po　pad〃ma　 dra　ba'i　grubs　thabs'　thugs

　 がθ'だ04z2パ 勿 助 加 惚5勿o加 の 名称 を もつ成 就 法 の奥 付 け で は,「 蓮 華 網 」 は 「無 上 ヨー ガ

　 ・タントラ の吉 祥 な る王 」 と呼 ぼ れ て お り,無 上 ヨーガ ・タントラ に属 す る もの とみ な され て

　 い る。 注14)参 照 。 また,蓮 華 網 観 自在 の 四 面 八腎 の 図像 は,後 述 す る よ うに 母 系 無 上 ヨ ー

　 ガ ・タ γ トラに 属 す るマ ン ダ ラが 描 か れ た仏 塔 の ハ ル ミカ ー(平 頭)の 上 層 部(七 階)に あ

　 る[Lo　 BuE　 1993:310-311】 。 さ ら に,『 ギ ュデ ク ソ トゥー』(rGツud　 sde　kun　btus)に 基 づ い た

　 ゴル(Nor)のマンダラ 図像 集 では,蓮 華網 観 自在 の 四 面 八轄 の 図像e■　bDe　 mcho9　 sPyan　 ras

　 gzigs　pa　ma'i　dra　ba　lha　bZi　l)cu　Ze　1fia'i　dkyil'khor(Cakrasamvara　 AvalokiteSvara　 Padmajala

　 Mandala)の 名称 で収 め られ て お り,母 系 無 上 ヨー ガ ・タントラ に 属 す る とみ な され て い る

　 【BSoD　NAMs　 RGYA　 MrsHo　 1991:160,図 版93】。

7)仏 塔 に 描 か れ た 仏 教 パ ンテ オ ンの 壁 画 は1442年 迄 に 完 成 され た と考 え られ て い る　 【Lo

　 BUE　 1993:31】0

8)蓮 華 網 観 自在 の十 一 面 十 二 腎 の 図像 は ペ ン コル ・チ ュー デ ーの 二 階 に あ る シ ンハ ナ ー ダ(獅

　 子 吼)堂 に描 かれ てい る 【Tucc夏1989c:fig.21311Lo　 BuE　 1993:pl.32】 。 二 階 部 分 は 主 と し

　 て所 作 タ ン トラ,行タントラ に属 す る諸 尊 が 配 置 され て い る 【Lo　BUE　 1993:49]。

9)【Lo　 BuE　 1993:310-311】 。 注6)参 照 。
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す ることは避け られ る。つま り,こ の図像には秘仏的性格が あ り,例 外的 な珍 しい姿

と して注 目され る。女神を抱擁 しない蓮華網観 自在の十一面十二壁 の姿 が,主 として

初期密教の諸尊 の配 された仏塔 の二階にあるのに対 し,四 面八暦の姿は,後 期密教の

秘仏的色彩 の濃 い諸尊の配 された仏塔最上部近 くの七階にあ り,両 者の間で扱 いが異

な ってい る。

　 ところで,チ ベ ッ ト仏 教 の図像資料 の中,『 ギ ュデ クン トゥー』(r6yud　 sde　kun

btus)に 基 づいた ゴル(Nor)のマンダラ 図像集には,蓮 華網観 自在 の四面八臂 の姿

が一例み とめ られ る10も しか し,『 五百尊 図像集』や 『三百尊図像集』等11)に は,蓮

華網観 自在の図像は収め られ ていない。 また,インド 密教におけ る成就法類の集成で

あ り,密 教図像を知 る上 で無視する ことので きない資料であ る 『サ ーダナ ・マー ラー』

(sadhanamala)に は,十 数種 の観 自在 が知 られて いるが,蓮 華網観 自在はその中に

説かれていない12も さらに,ネ パール ・カ トマ ンズにある観 自在 の代表的 な寺院,セ

ト・マ ツェソ ドラナ ー ト(ジ ャナ ・バ バ)の 「百八観 自在 」の 図像に もみ られ な

い13)。こ の ように,インド ・ネパ ール ・チベ ッ トに おいて蓮 華網観 自在 の例 をみ る

こ とは少ない。

　 しか しその一方 で,蓮 華網観 自在 の姿を説 く資料 もわずかに知 られてお り,そ の一

つに 『蓮華網生起成就法』(蓮 華網 の生起を観想す る成就法)(北 京版no.2622,デ ル

ゲ版no.1750,　 Pad〃ia　dra　ba　'byuh　ba　'i　sgrub　thabs)が あ る14)。それ はペ ンコルチ ュー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /
10)【BSoD　 NAMs　 RGYA　 MTsHo　 1991:160,図 版931

11)『 五百 尊 図 像 集 』 【LoKEsH　CHANDRA　 l　987】[TAcHIKAwA,　 MoR1,　 YAMAGuc田 　 1995],『 三 百

　尊 図 像 集 』 【LoKEsH　 CHANDRA　 1987】 の他,『 八 千 頒 般 若 挿 図 図 像 』 【LoKEsH　 CHANDRA

　 l987】,『 蒙 古 版 カ ソギ ュル挿 図 図 像 』tLoKEsH　 CHANDRA　 1987】,慈 寧 宮 の 宝 相 楼 仏 像 群

　 【CLARK　 1965】,『 諸 尊 諸 菩 薩 聖 像 賛』 【CLARK　 1965]に も,蓮 華 網 観 自在 の図 像 は み あ た ら

　 な い 。

12)バ ヅタ チ ャル ヤ は,八 本 の 梵 文 写 本 を用 い て 『サ ー ダ ナ ・マ ー ラ ー』 を 校 訂 し て い る

　 [BHATTAcHARYYA　 l　968】。 これ に は,カ サ ルパ ナ(空 行)世 自在,シ ソハ ナ ー ダ(獅 子 吼)

　 世 自在,シ ャダ ク シ ャ リー(六 字)世 自在,ヴ ァ ジ ュ ラ ダル マ(金 剛 法)等 の 成 就 法 が 収 め

　 られ て い る が,蓮 華 網 観 自在 の 成就 法 は な い 。 また,バ ッタチ ャル ヤが 校 訂 に 用 い な か っ た

　 『サ ー ダナ ・マ ー ラー』 の梵 文 写 本 には,東 大 写 本[MATsuNAMI　 l965:nos.451-454】,京 大

　 写 本 【NoGucHI,　 GosHIMA　 1983;nos.117-121】,ネ パ ール 国立 考 古 局 内 文 書 局 所 蔵 写 本

　 【SjL田TYASAsTRi　 l　967　 nos.3-387,3-324,3-603】,ネ パ ー ル仏 教 写 本 マ イ ク ロフ ィル ム ・カ タ

　 ログに 記 載 の写 本 【高 岡　 1981:nos.　 KA30,　 CA26,　 DH　 201】 が あ るが,こ れ らに も蓮 華 網 観 自

　 在 の成 就 法 は み あ た らな い。

13)【LoKEsH　 CHANDRA　 1981】 【高 岡　 1982】 【ガ ウタ マ　 1990】 【高 岡　 1990】 に掲 載 され た 「百 八

　 観 自在 」 の 図像 には み られ な い 。 また,ネ ワー ル仏 教 に は,『 百 八 観 自在 名 経 』 を 唱 え る伝 統

　 が あ り,百 八 の 観 自在 の 名称 も紹 介 され て い るが 【LoKEsH　 CHANDRA　 l986:39-42】,そ れ ら

　 の 中 に蓮 華 網 観 自在 の 名 は知 られ てい な い。

14)こ の成 就 法 は,奥 付 け に よれば,ゲ ル ワペ ル イ ェー シ ェ ー(rGyal　 ba　 dpal　 ye　Ses)(Skt・

　 Jaya輌 漁na)の 作 と述 べ られ て い る。 この 人 物 は 『蓮 華 網 観 自在 の次 第 に よ る世 尊マンダラ

　 に供 養 す る儀 軌 』(Padma　 sbyan　ras　gzigs　dbah　phyug　 gi　padma　 dra　ba　'i　rim　pas　bco"i　ldan　'das
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デの仏塔にある,女 神を抱擁する四面八臂 の図像と概ね同様の姿を説いている。本稿

では,こ れらの両者を資料 として蓮華網観自在の図像を考察 したい。

II『 蓮 華 網 生 成 就 法 』 に み る 観 自 在 の 図 像 と そ の 特 色

　 『蓮華網生起成就法』の中尊 である観 自在 の姿は 「第一 の ヨーガと呼ぽれ る三昧」

(dafi　po　sbyor　ba　2es　bya　ba'i　tih　fie'dzin)の 部 分 に説かれ,ま た,本 尊を取 り巻 く女

神や門衛 の姿は 「最勝王の三昧」(rgyal　po　mchog　 gi　tih　fie　'dzin)の 部分 に説かれて

い る。 これ らの三昧は,ヨ ーガ ・タントラ や無上 ヨーガ ・タ ン トラの実践法 にみ られ

る 「三三昧」(trisamadhi)と 呼 ばれ る三段階の観想方法の第一 と第二 に相当す る15㌔

　 さて,こ こでは 「第一の ヨーガ と呼ぼれ る三昧」 の記述に従 い,本 尊の図像的特徴

について述べ よう16も

＼dkyil　'khor　du　mchod　 pa'i　cho　ga)Pno.2622,デ ル ゲ版no.1751)の 作 者 で もあ る。一 方,『プ

　 トウソ全 集』 には,Thug　 rje　chen　po　pad〃2α 伽 わ〆'9醒 わ51加 わ5'伽93が 〆∫'od　zθパ 勿 〃肋 α

　 忽5の4肋 の名 称 を もつ 成就 法 が 収 め られ て い る 【LoKEsH　CHANDRA　 19671。 この 成 就 法 の奥

　 付 け は,無 上 ヨー ガ ・タントラ の吉 祥 な る王,蓮 華 網 と呼 ぽ れ る も の に よ って ゲ ル ワペ ル イ

　 ェー シ ェ ーが お作 りにな った成 就 法 に従 い,比 丘 リソチ ェソ ド ゥプ(Rin　 chen　 grub)が 著 し

　 た と述 べ て お り,そ の オ リジナ ル の 成 就 法 が 今 回 取 り上 げ る 『蓮 華 網 生 起 成 就 法 』 で あ る こ

　 と を示 して い る。 トゥ ッチ は,こ の 『プ ト ゥン全 集 』 の 成 就 法 に 述 べ られ た蓮 華 網 観 自在 の

　 姿 を,ペンコルチューデ の 仏 塔 の 蓮 華 網 観 自在 の 図 像 の解 説 と して 紹 介 して い る　 【TUCCI

　 1989a:299】 。 しか し,こ の トゥ ッチ の引 用 した 成 就 法 は,今 回取 り上 げ る成 就 法 に 比 べ る と,

　 図像 に 関す る象 徴 的意 味 の 説 明 が 削 除 され,簡 略 化 され て い る。 本 稿 で は,オ リジ ナ ル の 成

　 就 法 の記 述 に 従 って そ の 図像 を 考 察 す る。

15)前 者 の 三 昧 は 三 三 昧 の 中 の 第 一 に 相 当 し,梵 語 で は 「ア ー デ ィ ヨ ー ガ ・サ マ ー デ ィ」

　 (adiyoga-samadhi)と 呼 ぼれ る。 また,後 者 の三 昧 は,三 三 昧 の 中 の第 二 に 相 当 し,「 マ ソダ

　 ラ ・ラー ジ ャ ー グ リー ・サ マ ー デ ィ」(mandalarajagri-samadhi),も しくは,「 マ ン ダ ラ ・パ

　 ラーマラ ー ジ ャ ・サ マ ー デa」(mandala-paramaraja-samadhi)と 呼 ぼ れ る。 ツ ォソ カバ の著 し

　 た 『ガ リムチ ェ ンポ』(sNags　 rim　chen　po)は,ヨ ー ガ ・タントラ の道 次 第 の 中 に三 三 昧(最

　 初 の加 行 の三 昧,最 勝 のマンダラ の 三 昧,最 勝 の事 業 の三 昧)を 修 習 す る広,中,略 の方 法

　 が あ る こ とを 説 い て い る　【高 田　 1978:395】 。 また,三 三 昧 は,ア ーナ ン ダガ ルバ 作 『金 剛 界

　 大マンダラ 儀 軌 一 切 金 剛 出 現 』(　Vajradhatu〃zaha-ma4dalOPdyika-SarvavaJ'rodaya)【 密 教 聖 典

　 研 究会 　 1986:224-257】 や聖 父 子 流 の 基 本経 典 の一 つ で あ る 『ピ ンデ ィー ク リタ ・サ ー ダナ』

　 (Pipdikrtasadhana)【 羽 田 野 　 107-1651　 (酒井 　 1956:47-99]に も知 られ て い る。

16)図 像 の 諸 特徴 とそ れ らの 象徴 的 意 味 を 述 べ た 箇所 の チ ベ ッ ト文 を,北 京版(P),デ ル ゲ版

　 (D)に 基 づ い て以 下 に 示 した。(Pno.2622,　 fols.157b5-168a3,　 D　no.　1750.　fols.135a4-144a4)

ye  §es  ltta'i  ran  biin yi ge'i sa bon yons su gyur  pat  las3 bdag  rate'  Aid dpal padma spyan 
ras gzigs  kyi  dban phyug thub pa'i  mchog rdul phra rab kyi lus tshad med pa  dal:Li bsdus5 ba'i 

 duos po  daft skad cig dan dga' ba bzi rnam par dag pa  yaft dag par bsal bar byed pa'i  ial bzi par 
 blta bar bya'o// 'gro ba tshim par byed pa po  Aid kyi phyir rtsa ba'i  ial dan lus  gan ba'i  zla ba 
 ltar dkar ba/6 g'yas pa  daft7 rgyab  daft g'yon pa'i  za1  Rion  po  daft dmar  po  dati  ljan gu'o// 

 sftags.daft bdag dan  lha'i de  Aid gsum  gsal bar byed pa po  hidkyi phyir spyan gsum rnam par 
thar pa brgyad kyi tshul gyi phyir phyag brgyad do//  store pa hid  daii  shin  rje chen  po dag 

 mriam pa'i bdag  Aid can gyi  dims  po phyir  daft (A)  ges rab  daft thabs kyi bdag  nid dam pa'i sku  

gsal bar byed pa po  Aid kyi phyir rnam pa  gills sgron mas kun  to  snail  bar' byed pa  ltar  ran 
 snan9 gi rig ma gos dkar mo g'yon gyi  phaft du phyag kyis 'khyud de 'dzin pa'o// (B)  (m-srid
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　本尊の姿は四面八臂で,白 衣明妃を左膝に抱き上げた姿であ り,半 珈坐である。四

面の中,中 央の面は白く,右 と後ろと左の面は,各 々,青,赤,緑 であ り,三 眼をつ

ける。また,頭 は無量壽の冠(阿 弥陀の化仏)を 頂 ぎ,白 い蓮華で印づけられ,編 ん

だ髪は知恵の半月を付ける。さらに,第 一の右手は五鈷の金剛杵を持ち,そ れで左の

第一皆にある蓮華を開ける仕草をしている。この他の讐については,第 何轄か明確に

述べられてはいないが,お そらく第一臂に続 く第二膏の右手 と左手,第 三腎の右手と

左手等の順に説かれていると考えられる。第二暦以下の持物は,順 に,鉤 と絹索,知

恵の甘露に満たされたカパーラ(頭 蓋骨の杯)と 人頭,白 いカトゥヴァーンガ(燭 膿 「

杖)と 宝珠である。一方,本 尊の抱 く明妃ぽ,本 尊と同様の姿か,も しくは,二 肴で

\pa'i  'chin pa las grol ba'i phyir  daft/-1°)  tin  ite 'dzin rnam par 'chad" pa  yin dag par  bsrun ba'i  
 phyir skyil  krun'2 phyed pa'o// (C) gzugs la sogs pa'i  phut  po  lita  rnam13  par'4 dag par  ran  bin  
 gyi phyir  dan/ me  lot  la sogs pa'i yes  ges  Ina rnam par dag pa'i phyir g'yas pa'i phyag  dan por 
 gnas pa'i rtse mo  Ina ba'i rdo rjes g'yon gyi phyag  daft por gnas pa'i  ("-padma 'byed  

 bfin-15) pa'o//  
 ji  ltar padma dmar  po  ni// gnas kyi  ries pas mi gos  pa//  

    de  bin grub pa'i  rnal 'byor ldan// gnas  iies'6 sna tshogs kyis  kyan  no//  
    de phyir padma  ies brjod  do//  

(D) gdul  dka'"  ba  'gags'8 par  byed pa'i phyir padma'i  lcags kyu  gdens pa'o// gdul bya  ma19 yin pa 
   'chin par byed pa  riid kyi phyir padma'i  fags pas mtshan ma'i phyag go// (E) don dam pa  las 

   chos thams cad bdag med pa'o//  ies  gsal bar byed pa'i phyir ye  ges kyi bdud rtsis  gat ba'i thod  

   pa phyag tu'o// skye mched drug la sogs pa'i lus 'jog pa  spans pa'i phyir ro//mgo bo la  sogs 
   pa  rkan pa'i mthar thug pa'i rnam par dpyad pa  las/2°  stop pa  iiid  du2' ro gcig  chi dbye ba med 
   pa'i mgo bo'o// g'yo ba med pa'i  diios po'i phyir dag pa'i  ge122  dan//  dun  dan kunda  dan  zla 

   ba  ltar dkar ba'i kha  tvriniga bsnams pa dam pa'i chos kyi  (23-sbyin pa po  nid  kyi23) phyir 
   phyag  to  rin po che'o// (F) spros ba med pa'i  ges rab kyi bdag  riid  clan bcas pa  flid kyis  lha  

   mo'i  nu ma  la reg  cin dga' ba'o// sdug  bsnal gsum gyis gzir ba'i 'gro ba  la so sor rtog pa'i 
   mchog  iiid kyid phyir 'od dpag med kyi cod pan can no// bcud  len  yons su rdzogs pa'i phyir 

 dan ye  ges kyi  zla ba'i cha'i myu gu can gyi ral pa'i tshogs kyis brgyan pa de kho na  riid kyi cha 
 as bsdus par byas pa rnam par 'joms pa po ma yin pa  hid kyi phyir padma dkar pos dbu  la 

   mtshan pa'o// 
   de  bin  du/24 
     sems can rjes su 'dzin  pa'i//25 thugs rjes rjes chags26  yan dag  byti// 

     yan dag rdzogs pa'i dge chos kyis//  non  mons thams cad  nes  'dul byed// 
     kun gyis brgyan pa'i gzugs rnams kyis//  ii  dan sgeg pa  'char ba'o// 

 ges rab thabs bdag dam pa'i  skull mtshan mor byed pa mchog 'bar byed//27 
   ces pa28  daii/29  gian yan/ 

     bcom  ldan 'das ma  'an thams cad du// bcom  Idan 'das  mtshuns" bsam bar  bya'o3'  ies  so// 
 yarn na phyag  giiis padma dmar  po rnam pa rgyas par byed  bin pa'o// de  bin du/32 

     sna tshogs sprul pa'i rnam  g'yen gis/ ma lus 'gro don bya de mchog/ 
     bcom  ldan 'das gzugs bdag  riid  nil% bsams nas bsgom par33 brtsam par bya// 

 ies34 de  lta bu ni  clan po sbyor ba  ies bya ba'i  tin  he 'dzin  ran gi don sgrub byed  do//
以下に異読を記す。

1 P gi, 2 P pas, 3 P om., 4 P om., 5 P bsdu, 6 P om./, 7 P  ins.//, 8 D mes, 9 P not clear, 10 P not 

clear, 11 P cad, 12 P not clear, 13 P not clear, 14 P not clear, 15 P padma'i byed  bian, 16 D  ies, 

17 P dga', 18 P 'phyags?, 19 P la, 20 P  //, 21 D om., 22 D  ges, 23 D om., 24 P  om./, 25 P pa'o//, 

26 P chugs, 27 P  om.//, 28 P om., 29 P  //, 30 P mtshu du, 31 P bya, 32  om./, 33 P pa, 34  P  ins. pa
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赤い蓮華を開ける姿であると説かれている。

　本尊の姿は以上のごとくであるが,こ の観 自在の図像的特徴を他の種類の観自在や

他の尊格のものとも比較して,そ の図像的特色について考察したい。

　まず,こ の観 自在の図像は,金 剛法(ヴ ァジュラダルマ)の ごとく蓮華を開く姿を

基本 としている。金剛法は,『初会金剛頂経』では十六大菩薩の一つであり17),観自

在を母体として作られたものと考えられている。それは,大 いなる悟 りを本質とし,

本質的に清浄であるとされる。また,そ の姿は 『サーダナ ・マーラー』の金剛法成就

法(バ ッタチャルヤ校訂本no.10)や 不空訳 『無量壽如来観行供養儀軌』18)に も知

られている。蓮華を開く姿の観自在は 「金剛法」の名称で呼ぼれる他,単 に 「聖観 自

在」,「世自在」とい う観 自在の一般的名称でも呼ぼれることがある。 しかし,「金剛

法」以外の固有の名称は知 られていないので19),蓮華を開 くしぐさをする観自在は,

金剛法タイプとみなすことができる。このように,蓮 華を開くしぐさをする蓮華網観

自在は,金 剛法タイプの観自在と関連があると言 うことができよう。

　なお,蓮 華網観自在のごとくに五鈷の金剛杵を持って蓮華を開く姿は,金 剛法タイ

プの観 自在の姿にはみられず,五 鈷杵は蓮華網観 自在に特徴的な持物であると思われ

る。蓮華網生起成就法は,五 鈷の金剛杵を持 って蓮華を開 く姿について次のように述

べている。

　　 「色等の五纏があまねく清浄であるとい う自性の故に,ま た,鏡 等の五智(大 円

　　鏡智,法 界大性智,平 等性智,妙 観察智,成 所作智)が すべて清浄であるが故に,

　　第一の右手にある五鈷の金剛杵によって,左 の第一臂 にある蓮華を開けるがごと

　　 くである。

　　　赤い蓮華が場所(泥 地)の 汚れによって染まらないように,そ のように成就 し

17)梵 文 では 金 剛 法 の姿 は 【堀 内　 1983:57]に 説 か れ て い る。 漢 訳 で は,不 空訳 『金 剛 頂 一 切 如

　来 真 実 摂 大 乗 現謹 大 教 王 経 』(「大 正 蔵 」no.865,　 vol.18,　 p.221b),金 剛 智訳 『金 剛 頂 喩 伽 中

　 略 出念 論 経 』(「大正 蔵 」no.866,　 vo1,18,　 p。231a),施 護 等訳 『仏 説 一 切 如 来 真実 摂 大 乗 現 謹

三昧 大 教 王 経 』(「大正 蔵 」no.882,　 vol.18,　p.346a)に 説 か れ て い る。

18)「 大 正 蔵 」no.930,　 vol.19,　 p.71aに 金剛 法 の 姿 が説 か れ て い る。

19)蓮 華 の 花 弁 を 開 く姿 の 観 自在 に は,金 剛 法 の他 に,ラ ク タ(赤)世 自在 が あ る とす る説 が

　 あ る。 例 えぽ,・ ㍉ タチ ャ ル ヤは,The　 lndian　 Buddhist　 lconograρhyに お い て,蓮 華 の花 弁

　 を 開 く姿 の 金 剛 法 を 紹 介 す る一 方 で,ラ クタ世 自在 に も,二 腎 で 蓮華 の 花弁 を 開 く姿 が あ る

　 と述べ てい る[BHATTAcHARYYA　 1968b:142-143,138-1391。 しか し,後 老 の 姿 の典 拠 と な っ

　 て い る 『サ ー ダ ナ ・マ ー ラー』 のno.38の 『世 自在 の敬 愛 儀 軌 』 に は,「 ラ ク タ世 自在 」 とい

　 う名 称 は説 か れ て い な い 。 こ こ に は本 尊 が赤 い 色 を して い る と述 べ られ て い るだ け で あ る。

　 従 って,こ れ を 「ラ ク タ世 自在 」 とい う固有 の名 称 で 分 類 す べ きで は な い と考 え る。 この 儀

　 軌 に 説 か れ て い る ご と く,単 な る 「世 自在 」 あ るい は 「聖 観 自在 」 とみ な す べ きで あ ろ う。

　 この よ うに,観 自在 の様 々 な姿 の 中 に は,蓮 華 の 花弁 を 開 く姿 が あ り,そ れ は 「金 剛 法 」 と

　 呼 ば れ る他,「 聖 観 自在 」,「世 自在 」 と も呼 ぼれ るが,「 金 剛 法 」 以 外 に 固 有 の名 称 は 知 られ

　 て い な い。
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　　 たヨーガをもつものは,様 々な場所の汚れによってもまた[染 まらないの]で

　　 ある。それ故に蓮華と言われる。」20)

　この解説によれば,蓮 華は成就したヨーガをもつものの清浄性の象徴であり,右 手

にある五鈷の金剛杵によって左の第一膏にある蓮華を開ける姿は,五 纏と五智の清浄

性を表す と考えられている。以上のごとく,蓮 華網観自在の姿は,本 質的に清浄であ

るとされる金剛法タイプの観自在を基本としていると考えられる。

　第二に,蓮 華網観自在の姿は,三 眼,半 月,カ トゥヴァーンガ(髄 膿杖),カ パー

ラ(頭 蓋骨の杯)と い う特徴にみられるごとく,ヒンドゥ ーのシヴァ神的要素をもつ。

これらの特徴は,ヴ ェーダの宗教において必ずしもシヴァ(ル ドラ)の 特徴ではなか

ったようであるが,ヒンドゥ ー教においてはシヴァの一般的特徴 としてみ とめられて

いたものである21もこうした仏教にとっての外教の神の特徴は,仏 教的教義づけを新

たに行 うことにより,観 自在の特徴として取 り入れられる。例えば,蓮 華網生起成就

法は,次 のように述べている。

　　 rr最高の真実からすれぽ一切の法は無自性である』 ということを明らかにする

　　が故に,知 恵の甘露によって満たされたカパーラを手に[持 つ。それは]六 処等

　　 の身体の執着を捨てるが故にである。」22)

　上述のように,蓮 華網観 自在の姿は,シ ヴァ神的特徴を排除するのではなく自らの

中に友好的に取 り入れ,仏 教的な教義づけを行 う機能をもっている。言い換えれぽ,

それはヒンドゥー教の神々との摩擦を緩衝する役割を果た しているとみることができ

る。

　第三に,こ の観自在は羅索に象徴される不動尊のごとき護法尊的要素をもつ。絹索

は古 くはヴェーダの宗教において宇宙の理法を司るヴァルナ神の持物であ り,偽 善者

を縛 り上げる道具として知 られる23)。この恐ろしい懲罰の道具の絹索は,密 教におい

ては不動尊が悪魔(ヒ ンドゥーの神々や煩悩)を 捕縛する持物として取 り入れ られた

が24),それは同時に教化 しがたき生類をも救済するという仏教的な慈悲の象徴でもあ

り,四 摂方便を表すとされる25も観自在の特徴 としては,不 空羅索観自在の代表的持

20)こ れ は,上 述 の チ ベ ッ ト文 にお け る(C)以 下 の 下 線 部 に 説 かれ て い る

21)こ れ ら の特 徴 は,例 え ぽ,『 マ ハ ーバ ー ラ タ』XII.160,44-47;XIIL　 l4,119;XIII.127,18,

　 14;XIII.128,14に 述 べ られ てい る。

22)こ れ は,上 述 の チ ベ ッ ト文 に おけ る(E)以 下 の 下 線部 に説 か れ て い る。

23)例 え ば,『 ア タ ル ヴ ァ ・ヴ ェー ダ ・サ ソ ヒ タ ー』IV,16,6に 説 か れ て い る 。

24)不 動 尊 の羅 索 の使 用 法 は 『サ ー ダナ ・マ ー ラ ー』 の チ ャ ンダ マ ハ ー ロ シ ャナ成 就法 に 説 か

　 れ て い る[BHATTAcHARYA　 1962:1751【 頼 富 ・下 泉　 1994:162-163]。

25)不 動 尊 の 絹 索 と四摂 方 便 の関 係 は 『大 毘 盧 遮 那成 仏経 疏 』 巻 第 五 「大 正 蔵 」no.1796,　 vol・

　 2,p.633bに 説 か れ て い る。
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物であ り,唐 ・菩提流志訳 『不空羅索神変神言経』にも説かれている26も一方,蓮 華

網生起成就法には,次 のごとくに述べられている。

　　 「調伏 しがたいものを とどめるが故に蓮華の鉤を持ち上げるのである。教化され

　　ていないものを縛るが故に,蓮 華の絹索を手に持つ。」27)

　このように,羅 索は鉤 と一対 となった生類救済の道具と考えられている。

　第四に,蓮 華網観自在は明妃を抱いた姿をしてお り,シ ャクティズム(女 神崇拝)

の要素がみられる。成就法には,次 のごとくに説かれている。

　　 「知恵と方便の最上の身体を明らかにするものであるが故に,姿 は二つ(明 妃と

　　本尊)で あ り,燈 明によってすべてを照 らすごとくに,[本 尊は]自 らの現れの

　　白衣明妃を左膝に抱き上げる。」28)

　　 「[本尊は]戯 論の無い知恵の自性をもつことによって,女 神の乳房に触れて喜

　　ぶ。」29)

　上述のように,明 妃(女 神)は,本 尊の分身であるとともに,知 恵の反映でもあり,

方便を表す本尊と表裏一体の関係にある。また,こ の白衣明妃を中心 とする女神たち

は,本 尊の観想される 「第一のヨーガと呼ぼれる三昧」に続 く 「最勝王の三昧」にお

いて活性化する。即ち,後 者の三昧では,本 尊を取 り巻 く女神たちが踊 りを舞い歌を

歌 うことが観想される3叱 歌詞には,「オーム,仏 陀である汝よ,金 剛手である汝よ,

26)「 大 正 蔵 」no.1092,　 vol.20,　 p.265b,266c。

27)こ れ は,上 述 の チ ベ ッ ト文 に お け る(D)以 下 の 下 線 部 に 説 か れ て い る 。

28)こ れ は,上 述 の チ ベ ッ ト文 に お け る(A)以 下 の 下 線 部 に 説 か れ て い る 。

29)こ れ は,上 述 の チ ベ ッ ト文 に お け る(F)以 下 の 下 線 部 に 説 か れ て い る 。

30)女 神 た ち が 踊 りを 舞 い 歌 を 歌 う こ と はPfols.162b6-163a3,　 D　fols.139a6-139b2に 説 か れ て

　 い る。 女 神 た ち の 名 称 とマンダラ で の 配 置 は 次 の 通 りで あ る。 【 】 カ ッ コ 内 は 梵 語 で あ る 。

　 　 第 一 の 蓮 華 の 八 弁 の 女 神

　 1　 ペ ー マ ・チ ェ ン マ,Padma　 spyan　 ma【Padmalocanal(東),2　 リ ン チ ェ ソ ・ペ ー マ,　 Rin

　 chen　 padma【Padmaratha】(南),3　 ペ ー マ ・ ドル ジ ェ ー,　 Padma　 rdo　 rje(D　 Padma　 rdo　 rje

　 ca11)【Padmavaj司(西),4　 ペ ー マ ・ ドル マ,Padma　 sgrol　 ma(P　 pad　 sgrol)【Padmatar司(北)

　 5ペ ー マ ・ゴ マ,Padma　 gos　 ma　 [Padmavapi】(東 南),6ペ ー マ ・バ ル マ,　 Padma　 'bar　 ma

　 【Padmajvala】(西 南),7ペ ー マ ・ゴ ソ モ イ トー ニ ェ ル チ ェ ソPadma曲on　 mo'i　 khro　 gfier　can

　 [Padmanilabhrkut可(北 西),8ペ ー マ ・ ツ ェ モ,　 Padma　 rtse　mo　 [PadmaSikhara】(北 東)。

　 　 第 二 の 蓮 華 の 十 二 弁 の 女 神

　 1ペ ー マ ・カ ル ダ,Padma　 skar　 mda'【Padmamolka】,2　 ペ ー マ ・ギ ュ マ,　 Padma　 sgyu　 ma

　 [Padmamay司,3　 ペ ー マ ・ ド ゥ ー ペ ワ ソチ ュ ク マ,　 Padma'dod　 pa'i　 dbah　 phyug　 ma[Pad-

　 mak豆meSvarq,　 4　 ペ ー マ ・デ ン マ,　 Padma　 ldan　 ma　 [Padmavat月 　,　5　 ペ ー マ ・ツ ソ マ,　 Padma

　 mtshuhs　 ma　 6　 ペ ー マ ・ ト ゥ ン ポ イ ワ ソ チ ュ ク マ,　 Padma　 gtum　 po,i　 dba血phyug　 ma[Pad-

　 macande6va司,7　 ペ ー マ ・サ ン マ,　 Padma　 gsafi　 ma【Padmaguhya】,8　 ペ ー マ2チ ェ ソモ,

　 Padma　 chen　 mo　 (Mahapadma],9　 ペ ー マ ・ ダ ワ マ,Padma　 zla　ba　ma　 [Padmacandra],10　 ペ ー

　 マ ・ナ ソ マ,Padma　 snah　 ma【Padmabh五 】,　l　lペ ー マ 。ガ ウ リー ム,　 Padma　 gau　 rim(P　 Pad-

　 ma　 go　 rim)【Padmagau司,12　 ペ ー マ ・ゾ ウ ー マ,　 Padma　 mdzod　 ma　 fpadmakoSa}.

　 　 第 三 の 蓮 華 の 十 六 弁 の 女 神

　 1ペ ー マ ・ ワ ンチ ュ ク,Padma　 dbah　 phyug[PadmeSvari1,2　 ペ ー マ ・ ド ン マ,　 Padma'i/
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佐久間　　蓮華網観自在の図像と観想

ブラフマーとヴィシ ュヌとシヴァである汝 よ,月,太 陽 であ る汝 よ,ア ラララホー,

パ ドマ ジャーラ,シ ュ リーヒ」 と歌われてい る31も この中の 「アラララホー」 とい う

歌 詞は,『 サ ーダナ ・マー ラー』 の六 字世 自在成就法32)や マ ハーマ ーヤ ー成就法33)

に お け る,女 神を奮起 させ るための真言や歌の中に もほぼ同 じ文句 として知 られてい

る。 こうして,蓮 華網生起成就法では,女 神たちが観 自在 を取 り巻 くマンダラ 全体を

活性化 させ るのに重要な役割を果たすのであ る。観 自在 の抱 く明妃は,知 恵 の象徴で

あ ると同時に,こ れ らの女神た ちゐ活動力 の象徴で もある とみ なす ζとができよ う。

　 以上述べて きた ごと く,蓮 華網観 自在 の姿は,金 剛法 タイプの観 自在 を基本 として

いるが・その姿にはさ らに・ シヴァ神的要素 護法尊的要素・ シャクテ ィズムの要素

がみ られ る。 これ らの要素を重層的に もつ点 に,蓮 華網観自在 の図像的特色があらわ

れて いると考 えられ る。

IIIペ ン コル ・チ ュ ー デ の 仏 塔 に み られ る蓮 華 網 観 自在 の 図 像

　 蓮華網観 自在の図像は,仏 塔のハルミカー(平 頭)の 上層部(七 階)の 東面(北 面

.寄り)に 描かれている(写 真1-4,図125)34㌔ この階には,母 系無上ヨーガ唱・タン ト

＼gdofi　 ma【Padmamukha]　 ,　3ペ ー マ ・ ト ゥ ン マ,　 Padma　 gtum　 ma【Padmacapdal,　 4ペ ー マ ・

　 リ クパ チ ョ ク マ,Padma　 rig　pa　 mchog　 ma【Padmavidyottama],5　 ペ ー マ ・ギ ャ ソ ツ ォ マ,

　 Padma　 rgya　 mtsho　 ma【Padmasagaral,6　 ペ ー マ ・ナ ソ チ ェ ー マ,　 Padma　 snafi　byed　 ma【Pad-

　 maprabhakarq　 ,　7　 ペ ー マ ・イ ー シ ソ ノ ル プ マ,　 Padma　 yid　b2in　 nor　 bu　 ma　 [Padmacintamanq,

　 8　 ペ ー 々 ・ ド ゥ ー マ,.Padma'dod　 ma【Padmakama],9　 ペ ー マ ・ ドー マ,　 Padma,gro　 ma

　 【Padmag盃mana】,10ペ ー マ ・ヤ ン マ,　 Padma　 dbyahs　 ma(D　 om.)【Padmagho§a】,11ペ ー マ

　 ・ リモ,Padma　 ri　mo(D　 om.)[Padmalekha】,12　 ペ ー マ ・ナ ク モ,　 Padma　 nag　 mo[Pad-

　 maka珂,13　 ペ ー マ ・デ マ,　 Padma　 bde　 ma【Padmasukha】,14　 ペ ー マ ・チ ェ ソ マ,　 Padma

　 spyan.　 ma(D　 Padma　 can　 ma)[Padmalocana],　 15　 ペ ー マ ・ゴ ソ メ ー テ ル マ,　 Padma　 shon　 ma'i

　 gter　 ma【Padmanilanidhil,16ペ ー マ ・ネ ン ジ ョル ワ ン チ ュ ク マ,　 Padma　 rna1'byor　 dbah

　 phyug　 ma[Padmayoge`var可

　 　 な お,こ れ ら の 女 神 の 他 に 次 の 諸 尊 も い る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・

　 　 門 衛 層

　 1ペ ー マ ・チ ャ ク キ ュ,Padma　 lcags　 kyu[PadmankuSa】(東),2'ペ ー マ ・ シ ャ ク パ,　 Pad-

　 ma　 2ags　 pa[Padmapa≦a】(南),3　 ペ ー マ ・チ ャ ク ド ク,▼Padma　 lcags　 sgrogs[Padmasphota】

　 (西),4　 ペ ー マ ・ベ ッパ,Padma'bebs　 pa【PadmaveSa】(北).

　 　 四 隅 の ダ ー キ ニ ー

　 1　 ロ ラ ン マ,Ro　 lahs　 ma【Veta珂,2　 ダ グ ポ イ ダ デ ン マ,Drag　 P6i　 sgra　 ldan　 ma[GhoraghoSa】,

　 3　 ドル ジ ェ ー チ ェ　 (ワ)マ,rDo　 rje　mche(ba)ma[VajradamStra】,4　 ト ッ プ チ ェ ン マ,

　 sTobs　 chen　 ma(P　 sTob　 chen　 ma)【Mahabala】

31)チ ベ ッ ト文 は,次 の 通 り。om　 saris　rgyas　 khyod//rdo　 rje'dzin　 pa　 khyod//tshafis　 pa　 dah

　 khyab'jug　 dah　 dbah　 phyug　 chen　 po　 khyod//zla　 ba　 fii　ma　 khyod//ala　 Ia　la　la　ho　 padma　 dza　 la

　 Srih乏es　 glu　blali/

32)【BHATTAcHARYA　 l968a:27】 【佐 久 間 　 1996a:88】

33)　 【BHATTAcHARYA　 1968a:460】[森 　　1993b:301

34)　 【Lo　BuE　 1993:310-311】 　　　　　　　　　　・　　　　　　　　 、

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 345
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写真1　 蓮華網観自在の姿

ラに属する諸尊 とそのマ ンダラが全部で十一種類ある。壁画における本尊とそれを取

りまく女神たち,門 衛等の配置は図1の 通 りである。但 し,こ こでは写真資料の制約

から,女 神,門 衛等の名称を部分的にしか比定できなかった35㌔図2は,壁 画におけ

る写真1-4,図125の 画面の範囲を示 したものである。
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佐久間　　蓮華網観自在の図像と観想

写真2　 蓮華網観自在の右手(上 方)と その周辺

　まず,本 尊の姿についてみてみよう。本尊は四面八轄で,右 足を左の腿にあてて左

足で立つ。小さな阿弥陀の化仏を頭頂に付けている。中央の面は白色で,中 央の面か

ら右回 りに,青 色,赤 色,緑 色の面をもつ36)。各々の面には三眼がある。中央の二膏

の中,右 手は五鈷の金剛杵を持ち,左 手に持つ赤い蓮華の花弁を開 くしぐさを してい
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写真3　 蓮華網観自在の右手(下 方)と その周辺

る。次 に,残 りの臂 につ いて下か ら順 に述べ ると,第 二臂 は,右 手で鉤 を,左 手に絹

索を持 ち,第 三壁 は,右 手に カパ ーラを,左 手に人頭 を持つ。第四臂 は,右 手 でカ ト

ゥヴァー ソガ,左 手で火炎 をあげ る宝珠 を先端 に付けた棒を持つ。身体の色は,肌 色

がか った白色であ る。
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写真4　 蓮華網観自在の左手とその周辺

　一方,.妃 は,三 面四暦で,左 足を上げて右足で立つ。本尊 と向き合った顔は薄い褐

色であ り,残 りの二面の屯 上は緑色,下 は赤色である。各々の顔にに三眼がある。

本尊を抱いた二臂 の中,'右手は五鈷の金剛杵を,左 手は赤いi蓮華を持つ。これらの轄

から順に下へと説明すると,第 二皆は,右 手で鉤を,左 手で羅索をもち,第 三轄は,
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図1　 (女 神 ・門 衛 ・ダ ーキ ニ ーの 配 置)

右手にカパーラを,左 手に人頭を持つ。第四臂は,右 手にカ トゥヴァーンガを,左 手

に火炎をあげる宝珠を先端に付けた棒を持つ。身体の色は,薄 い褐色である。

　以上の図像をi蓮華網生起成就法に説かれたものと比較すると,本 尊の面数署数,左

右の暦の持物37),身体の色,阿 弥陀(無 量壽)の 化仏を付ける点,三 眼を顔につける

点が同様である。また,面 の色は中央が白色で,右 回 りに青色,赤 色,緑 色である点

35)撮 影を行った正木先生によれぽ,特 に壁画の向かって右側は,後 方に壁面がせまってお り,

　撮影が困難であるという。なお,女 神はすべて同じ姿をしてお り,名 称の比定に際 しては,

　壁面に書かれた銘文を読 まなければならない。しかし,資 料写真には,ぼ やけて必ず しも読

　みとれない部分がある。 この状況は,門 衛の場合についても同 じである。以上のような事情

　から,女 神などの名称の比定は残念ながら不完全なものとなった。
36)青 色 と赤色の面は,中 央の面の向かって左側,緑 色の面は,中 央の面の向かって右側であ

　る。

37)成 就法には,第 一膏以外の皆について,第 何骨か明確に述べてはいないが,お そらく第一

　臂 に続 く第二臂 の右手 と左手,第 三轄の右手と左手等の順に説かれていると考えられる。こ

　の順番に対応する脅(第 二膏以下)は,壁 画の観自在の場合では,最 下から上へと順に描か

　れている。なお,成 就法に説かれた宝珠は,壁 画では火炎をあげる宝珠を先端に付けた棒 と

　なっている。これは,明 妃の場合も同じである。
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図2　 (女神 ・門衛 ・ダーキニーの配置と写真の範囲)

も一致する。脚勢については,成 就法は半珈坐と説いている38)。半珈坐は,左 右いず

れか片方の足を股の上に安 じて,も う一方の足を股の下に入れる坐勢とする説がある

が39),他方,片 足で立ち,も う一方の足をあげて踊る脚勢とする説 もある航 半珈坐

を後者のものとして解すれば,成 就法に述べられた脚勢は,壁 画のものと一致する。

38)成 就 法 は,「 輪 廻 の束 縛 よ り解 脱 して い るが 故 に,ま た,三 昧 を 中 途 で や め るこ とを 保 つ が

　 故 に,半 珈 坐 であ る」 と説 い て い る(上 述 の チ ベ ッ ト文 に お け る(B)以 下 の下 線 部)。

39)1逸 見 　 1935:165-167】

40)　[LIEBERT　 l986:22】
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女 神 ・門 衛 ・ダ ー キ ニー の配 置(番 号 は 図1,2の 配 置 番 号 に 一 致 す る。 … …は 名 称 が 不 明 で

あ る こ とを示 す 。)

女 神(一 面 二臂)

　 1　 ペ ー マ ・イ ー一一シ ンノ ル ブ マ(Padma　 dyid　b2in　nor　bu　ma)(成 就 法 で は本 尊 を 取 りま く第

　 　 　 三 重 の蓮 華 の 第七 の花 弁 に 位 置 す る。 以下 同 様 に 蓮 華 の花 弁 の 位 置 を記 す 。)

　 2　 ペ ー マ ・ドゥー マ(Padma　 'dod　ma)(第 三蓮 華 の第 八 花 弁)

　 3　 ペ ー マ ・トゥモ イ ワ ンチ ュクマ(Padma　 gtum　 po'i　dbah　 phyug　 ma)(第 二 蓮 華 の 第六 花

　 　 　 弁)

　 4　 … …

　 5　 リ ソチ ェ ン ・ペ ー マ(Rin　 chen　padma)(第 一 蓮 華 の第 二 花弁)

　 6　 … … ツ ォマ(… …tsho　ma)

　 7　 ペ ーマ ・ツ ンマ(Padma　 mtshu血s　ma)(第 二 蓮 華 の第 五 花弁)

　 8　 ペ ーマ ・リクチ ョ クマ(Padma.　 rigs　chog　ma)(第 三 蓮華 の第 四 花 弁)

　 9　 ペ ーマ ・デ ソマ(Padma'dan　 ma)(第 二 蓮 華 の 第 四花 弁)

　 10ペ ー マ ・ トゥ ンマ(Padma　 gtum　 ma)(第 三 蓮 華 の 第 三花 弁)

　 llペ ーマ ・ ドゥーペ ワ ソチ ュ クマ(Padma'dod　 pa'i　dbah　 phyug　 ma)(第 二 蓮 華 の第 三 花 弁)
　 12　 　・・・…

　 13　 … …

　 14　 　。i-・・。

　 15　 … …

　 16　 　・・・…

　 17　 ペ ー マ ・チ ェ ン マ(Padma　 can　 ma)(第 三 蓮 華 の 第 十 四 花 弁)

　 18ペ ー マ ・ ツ ェ モ(Padma　 rtse　mo)(第 一 蓮 華 の 第 八 花 弁)

　 19　 … …

　 20　 … …

　 21　 　・・・…

　 22　 　・・。。・・

　 23　 　・・・…

　 24　 ペ ー マ ・ ツ ェ ソ モ(Padma　 mtshan　 mo)

　 25　 　・・・…

　 26ペ ー マ ・ダ ワ マ(Padma　 zla　ba　 ma)(第 二 蓮 華 の 第 九 花 弁)

　 27　 　・一一・

　 28ペ ー マ ・ナ ソ マ(Padma　 snah　 ma)(第 二 蓮 華 の 第 十 花 弁)

　 29　 　・…　-

　 30　 … …

　 31　 … …

　 32　 　・・・…

　 残 り四 尊 は 欠 損

門 衛(三 面 六臂)

　 33　 ペ ー マ イ ・チ ャ ク キ ュ(Padma'i　 lcags　,kyu)

　 34　 ペ ー マ イ ・シ ャ ク パ(Padma'i　 Zags　 pa)

　 35　 … …

　 残 り一 尊 は 欠 損

ダ ー キ ニ ー(一 面 四臂)

　 36　 ダ ク ポ イ ダ タ ソ デ ン パ(Drags　 po'i　 gra　 dah　 ldan　 pa)

　 37　 ドル ジ ェ ー チ ェ ワ マ(rDo　 rje　mche　 ba　 ma)

　 38　 … …

　 残 り一 尊 は 欠 損
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　一方,明 妃についてみ ると,成 就法 は明妃が本尊 と同 じ姿の場合(四 面八腎)と,

二臂 の場合があ ると説 いてい る。壁画 の姿では,本 尊 と皆数,持 物 が同 じに描かれて

い る41)。面 に三 眼がある点 も同様であ る。但 し,面 数が,壁 画の場合 は三面 とな って

お り,成 就法に説かれ た四面 とは異な っている。

　 この ように,蓮 華網生起成就法に説 かれた観 自在の姿 は,ペ ンコル ・チ ューデの仏

塔の壁面 に描かれた観 自在 の姿 と概ね一致す る。

　次に,本 尊 のまわ りの諸尊について も説 明 しておこ う。 図1に みれ らるごとく,本

尊の向か って左側には二十二尊があ り,右 側 には十六尊あ る。壁画の右下部分 は変色

のため図像や銘文がみえない。右側に も左側 と同数 の諸尊が描かれ ていた もの とすれ

ぽ,本 尊以外 の諸尊の数は全部で四十四尊 とな り,蓮 華網生起成就法の マンダラの諸

尊 の数 と一致す る。 これ らの諸尊 の中,図1の 右表 に示 した ごとく,十 八の諸尊 の名

称 を確認す ることがで きた。 これ らの名称 は,一 つを除い て42),蓮 華 網生起成就 法に

見 いだす ことができる。

　 まず,女 神たちの姿についてみ てみ よう。1-32ま で の女神 はすべて一面 二轄で あ り,

三 眼 を付け,右 手 に鉤 を持 ち,左 手 で絹索 とカパ ーラを持つ。一方,成 就法には,本

尊を取 りま く三重 の蓮華 の花弁 の上 に各 々女神がい ると説かれてい る。 それ らは,一

面で,カ パ ーラの輪 が手 に結びつけ られ てお り,カ トゥヴ ァーンガを左右の手で持 ち,

さ らに,手 の先に絹索 を遊ぽせ,も う一方 の手に鉤を持 ち,身 体は ピソク色 であ ると

される43)。成就 法 と壁画 の姿を見比べ ると,一 面 で三眼を付け,鉤 と絹索 とカパ ー ラ

を持つ点 が一致 してい る。

　 次に,門 衛についてみてみ よ う。門衛は三面六臂 であ り,33-35に み られ る。33の

ペ ーマイチ ャクキュ(蓮 華鉤)は,三 眼を付け,右 手に,輪,棒,鉤 を,左 手 に,輪,

カ トゥヴァー ンガ,カ パ ーラを持つ。身体の色は 白である。一方,成 就法には,こ の

尊が,三 眼 を付け,鉤,金 槌,輪,カ パ ーラ,カ トゥヴ ァー ソガを持 ち,期 剋 印唱)

を示 し,身 体の色が 白い と説かれてい る。成就法 と壁画 の姿を比べ る と,三 眼を付け,

輪,カ トゥヴ ァーソガ,カ パーラを持ち,身 体 が白い点が同 じである。また,34の ペ ー

マイシ ャクマ(蓮 華索)は,三 眼 を付け,右 手は,カ パー ラ,羅 索,棒 を持ち,左 手

は宝珠,カ トゥヴァー ソガを持ち,期 剋 印を示す。身体 の色は 白である。一方,成 就

41)明 妃 の腎 に は,本 尊 の第 一 轄 以下 に対 応 す る持 物 が 最 上 か ら下 へ と順 に 描 かれ て い る。

42)図1の24に あ るペ ー マ ・ツ ェンモ は 成就 法 に み られ な い 。

43)PfoL　 162b2-6,　 D　fol.139a3-6。

44)梵 名 は タル ジ ャ ニ ー ム ドラー(Tarjanimudra)。 人 差 し指 を立 て て 相 手 を 威 嚇す る印 相 で あ

　 る[逸 見 　 1935:225-226】 。
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法には,こ の尊は,三 眼を付け,棒,絹 索,カ パー ラ,カ トゥヴ ァー ンガ,宝 珠 を持

ち,期 剋 印を示す と説 かれ てお り45),成 就 法 と壁画 の姿 とは持物,印 相が同様 である。

これ らの他,35は46),面臂 数 か ら門衛 と思われ るが,写 真資料 の制約か ら図像の詳 細

を確認で きなか った。

　最後 に,ダ ーキニーについてみてお こう。 これ らは一面四膏であ り,36-38に あ る。

36の ダ クポイ ダタ ンデンパは,右 手に ダマル太鼓 とカパーラを持ち,左 手 にカ トゥヴ

ァーソガ,鈴 を持つ。身体 の色は 白である。一方,成 就法 は,マ ンダラの四隅にいる

四人 の ダーキニーが,す べ て同 じ姿であ り,そ れは一面四暦 で,器,ダ マル太鼓,カ

トゥヴァー ンガ,鈴 を持 つ と説 いている47も 壁画 と成就法の姿を比べ ると,持 物,印

相が 同 じである。 なお,3748)と38も 面臂 数 か らダーキ ニーと思われ るが,写 真資料

の制約か ら図像 の詳細を確認 できなか った。

　 以上の ごとく,女 神たち と一部 の門衛 ・ダーキニーに関 して,壁 画 のマンダラ の諸

尊 の姿は蓮華網生起成就 法に説 かれた姿 と概ね一致す る。

IV　 結 び

　今回取 り上げた蓮華網観自在の姿は,金 剛法タイプの観自在を基本としながら,シ

ヴァ神的要素,護 法尊的要素,シ ャクティズムの要素をあわせもち,多 種ある観 自在

の中で,最 も重層化 した姿をもつものの一つとみなされる。チベット仏教には数多く

の観 自在の種類が知 られているが,蓮 華網生起成就法に説かれた観自在の姿は,こ のペンコル

・チューデの作例の他,先 述のごとく 『ギュデクントゥー』に基づいたゴル

(Nor)の マンダラ図像集に一例知られている程度であり,あ まり例をみないようで

ある。このペ ンコル ・チューデの仏塔の図像は,蓮 華網生起成就法の観自在やそれを

取 りまく女神たちの姿を比較的忠実に表現してお り,既 に述べたような成就法に説か

れる象徴的意味を反映した,数 少ない貴重な例 と言える。
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